
■当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘
資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料
作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建
資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことが
あります。投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付
目論見書）をご覧ください。
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（ラクヨミ）

南アフリカの新大統領にラマポーザ氏が就任
～改革は時間を要するが、景況感は改善へ～
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※上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。

南アフリカでは、汚職疑惑などが絶えなかったズマ氏が、出身母体である与党ANC（アフリカ民族会議）からの大

統領辞任勧告に対して、一旦は拒否の姿勢を示したものの、2月14日夜に辞任し、15日には、ANC議長（党首）で、

副大統領を務めてきたラマポーザ氏が国会で大統領に選出されました。この間、通貨ランドは、実業界出身で、汚

職との戦いや改革を訴えてきたラマポーザ氏への期待などから、上昇しました。

同国では、アパルトヘイト（人種隔離）政策の廃止で主導的な役割を果たしたANCが一党優位体制を長く維持し

てきましたが、大統領を歴任したマンデラ氏が1999年に退いて以降、贈収賄や党内分裂が相次ぎました。また、経

済面では、豊富な資源などを強みに、2000年代半ばには5%超の成長を遂げたものの、資源価格下落の影響など

から、16年には0.3%の低成長となり、17年も1%を下回ったとみられています。こうした中、ANCに対する国民の支

持は低下を続けてきました。来年5月の総選挙までが任期となるラマポーザ新大統領の再任には、同選挙での

ANCの過半数割れ回避が不可欠です。同氏は、16日の所信表明演説で、経済の再建に向け、雇用創出や財政赤

字の削減に優先的に取り組むと強調したほか、汚職疑惑の追及に取り組む意向を表明しました。

今後はまず、ズマ氏の息のかかった閣僚の排除や、汚職疑惑の究明、経済・財政の立て直しなどに向け、内閣改

造が行なわれるかどうかが注目されます。また、21日に公表予定の2018年度（18年4月～19年3月）予算案におい

て、財政健全化に向けた姿勢が示されるかどうか、そして、同国の自国通貨建て長期債務格付を引き下げ方向で

見直しているムーディーズが、予算案の発表などを受けて下す判断の行方も注目されます。なお、失業率が20%台

後半に及んでいるなど、改革や経済の立て直しには時間を要するとみられます。ただし、大統領の交代に伴ない、

内外投資家の心理だけでなく、国民や企業の景況感も改善に向かうと期待されます。また、世界景気が加速に向

かうと予想されていることも、持ち直しつつある同国の景気にとって、少なからず追い風になると期待されます。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

南アフリカのGDPと国際商品市況の推移
（2014年1-3月期～2018年10-12月期*）

ランド高

ランド安

南アフリカの物価、金利、通貨の推移
（2014年1月～2018年12月**）

市場予想

市場予想
（四半期ﾍﾞｰｽ）

**予想以外は月次データ、物価は2017年12月、金利は18年
1月、為替は2月（16日時点）まで

GDP（前年同期比、左軸）

国際商品市況（CRB指数、右軸）

*国際商品市況は四半期末時点

(ただし、直近は2月16日時点)

資源価格の下落に歯止め
がかかったことなどから、
景気は持ち直しへ
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